
お兄ちゃんに負けない位

いたずら大好き、おてんば

娘。笑顔のすてきなやさし

い女の子になってね。

父　謙一朗・母　知子さん

中植
なかうえ

聖大
しょうた

くん
1歳４カ月（原）

山口
やまぐち

麻椰佳
ま や か

ちゃん
1歳３カ月（旭ヶ丘）

お外が大好きな傷のたえ

ない息子。泣いて笑って、

お姉ちゃんと２人仲良くい

つまでも。

父　幸夫・母　宏美さん

▽
と
き

平
成
16
年
２
月
11
日

（
祝
）▽

と
こ
ろ
　
松
尾
台
小
学
校
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点

▽
コ
ー
ス

町
道
原
広
根
線
〜

松
尾
台
周
辺
コ
ー
ス

▽
種
目
・
参
加
料
な
ど
　
下
表

の
と
お
り

申
込
み
は
、
申
込
書
（
郵
便
振

替
用
紙
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

12
月
25
日
ま
で
に
近
く
の
郵
便
局

で
参
加
料
を
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
日
生
・
六
瀬
住

民
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
他
、
主
な
社
会
体
育
施
設
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
彫
刻
の
道
マ
ラ

ソ
ン
大
会
開
催
に
伴
う
協
賛
者
、

大
会
協
力
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

の
受
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
彫
刻
の
道
マ
ラ

ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
（
生
涯
学
習

課
内
�
７
６
７
・
２
３
２
３
）
へ
。

種　目

スタンプラリー

小 学 生 駅 伝

1 0 k m

5 k m

3 k m

3 k m

高校生以上

小学４～６年生・中学生

小学１年生以上

小学４年生以上

2，500円

1，500円

1，500円

1，000円

500円

3，000円
（チーム）

マ
ラ
ソ
ン

彫刻の道マラソン大会種目一覧

猪
名
川
町
彫
刻
の
道
マ
ラ
ソ
ン
大
会

６
コ
ー
ス

開催日

1 1月1 3日

2 0日、2 7日

1 2月４日

（木曜日）

時　間

９：30～

12：30

13：30～
16：30

�開催日　下表のとおり

�開催場所　中央公民館

�定　員 1 8人（先着順）

�受講料 5 , 0 0 0円（テキスト代含む）

�対象者　町内在住・在勤で2 0歳以上の人

�申　込　1 0月1 6日～同2 4日

問い合わせは、中央公民館（�7 6 6－8 4 3 2）

へ。

内　容

①文書作成（ワード）

書式設定・画像挿入な

ど

②表計算機能（エクセ

ル）罫線・計算式など

③インターネット活用

術・ブロードバンドコ

ンテンツの閲覧など

参 加 料

バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
と
の
姉
妹
都
市

提
携
の
歩
み
は
、
１
９
８
７
年
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

当
町
が
国
際
化
に
向
け
た
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
外
国
都
市

と
の
姉
妹
都
市
提
携
の
検
討
を
始

め
て
い
た
時
期
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ビ
ク
ト
リ
ア
州
政
府
観
光

局
駐
日
代
表
と
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
の

代
表
者
が
当
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
話
の
中
で
バ
ラ
ラ

ッ
ト
市
と
猪
名
川
町
と
の
歴
史
的

背
景
の
共
通
点
が
浮
か
び
上
が
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
バ
ラ
ラ
ッ
ト

市
に
は
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
時
代

に
栄
え
た
金
鉱
山
が
あ
り
、
当
町

に
も
豊
臣
・
徳
川
の
財
政
を
う
る

お
し
た
多
田
銀
山
が
あ
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
が
、
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
と

の
姉
妹
都
市
提
携
を
具
体
的
に
進

め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
国
際
化
を
推
進
す
る

き
っ
か
け
と
し
て
、
姉
妹
都
市
提

携
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
に
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
人
が
両
市
町
を
相

互
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。

本
町
か
ら
は
、
毎
年
、
中
学
生

の
派
遣
を
は
じ
め
、
猪
名
川
高
校

の
生
徒
に
よ
る
姉
妹
校
訪
問
、
国

際
交
流
協
会
が
実
施
す
る
英
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
お

よ
び
親
善
訪
問
団
な
ど
が
バ
ラ
ラ

ッ
ト
市
を
訪
れ
、
現
地
の
人
々
と

心
温
ま
る
交
流
を
行
い
、
貴
重
な

経
験
を
し
て
帰
国
し
て
い
ま
す
。

帰
国
後
も
手
紙
や
メ
ー
ル
な
ど
で

連
絡
を
取
り
合
っ
て
交
流
を
深
め

て
い
る
人
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
か
ら
も

市
長
や
訪
問
団
を
迎
え
て
お
り
、

活
発
な
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
民
間
企
業
間
の
経

済
交
流
も
始
ま
り
、
バ
ラ
ラ
ッ
ト

産
の
ワ
イ
ン
を
道
の
駅
い
な
が
わ

で
購
入
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
12
年
度
か
ら
町
立

中
学
校
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

を
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
よ
り
２
人
招
へ

い
し
て
お
り
、
中
学
校
で
活
躍
い

た
だ
く
一
方
、
国
際
交
流
の
行
事

な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。
同
13
年
度
か
ら
は
、
行

政
職
員
の
派
遣
研
修
を
実
施
し
て

お
り
、
今
年
度
は
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市

よ
り
マ
ー
ク
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
さ
ん

が
研
修
職
員
と
し
て
11
月
に
来
町

し
、
約
２
週
間
、
猪
名
川
町
で
研

修
さ
れ
ま
す
。

今
回
来
町
す
る
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市

公
式
訪
問
団
は
、
11
月
２
日
（
日
）

に
猪
名
川
町
を
訪
れ
、
同
５
日

（
水
）
ま
で
滞
在
さ
れ
ま
す
。
11
月

３
日
（
祝
）
に
「
第
36
回
い
な
が

わ
ま
つ
り
」
へ
参
加
し
、
住
民
の

皆
さ
ん
と
交
流
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
当
日
の
屋
外
ス
テ
ー

ジ
に
お
い
て
、
訪
問
団
メ
ン
バ
ー

の
紹
介
や
エ
コ
風
船
を
大
空
へ
飛

ば
す
な
ど
、
み
ん
な
で
訪
問
団
の

来
町
を
歓
迎
し
ま
す
。

11
月
４
日
（
火
）
に
は
姉
妹
都

市
提
携
15
周
年
記
念
式
典
に
参
加

し
、
協
定
書
の
調
印
・
感
謝
状
の

贈
呈
・
記
念
植
樹
な
ど
を
行
い
ま

す
。ま

た
、
11
月
末
に
は
、
バ
ラ
ラ

ッ
ト
市
か
ら
６
人
の
剣
士
が
猪
名

川
町
を
訪
れ
、
剣
道
協
会
と
の
交

流
試
合
を
行
い
ま
す
。

15
周
年
を
記
念
し
て
、
バ
ラ
ラ

ッ
ト
市
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、
小

学
６
年
生
の
有
志
が
夏
休
み
に
、

コ
ア
ラ
の
タ
イ
ル
画
を
作
成
し
て

交
換
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

猪
名
川
町
で
作
成
し
た
タ
イ
ル
画

は
、
９
月
に
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
で
市

民
の
ま
つ
り
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
か
ら
届
い
た
タ
イ

ル
画
は
、
11
月
３
日
の
い
な
が
わ

ま
つ
り
で
皆
さ
ん
に
披
露
し
ま
す
。

国
際
化
社
会
の
進
展
と
と
も
に
、

外
国
の
文
化
や
言
葉
に
触
れ
る
機

会
が
増
え
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
国
際
的
な
視
野
を
養
う
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
の
様
々
な
場
面
に
お

い
て
、
国
際
感
覚
を
磨
き
、
異
文

化
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
も
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
国
際
交
流
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
外
国
人
と

の
交
流
は
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て

も
、
そ
れ
以
上
に
通
じ
合
う
も
の

が
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

11
月
は
、
町
内
の
様
々
な
場
面

で
、
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
の
方
々
に
出

会
う
機
会
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
積

極
的
に
声
を
掛
け
交
流
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
広
報
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
課
�
７
６
６
・
８
７
０
７
）

へ
。

猪
名
川
町
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
は
、
１
９
８
８

年
（
昭
和
63
年
）
８
月
１
日
に
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
し
、
本
年
、

記
念
す
べ
き
15
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
15
周
年
を
記
念
し
て
、
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
長
（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
氏
）
を
は
じ
め
総
勢
21
名
の
訪
問
団
を
迎
え
、
11

月
４
日
（
火
）
に
文
化
体
育
館
に
お
い
て
記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。

記
念
式
典
で
は
、
両
市
町
が
15
年
間
に
わ
た
っ
て
一
定
の
成
果
を
あ

げ
て
き
た
様
々
な
交
流
を
再
確
認
し
、
今
後
、
新
た
な
交
流
に
つ
い

て
も
知
識
と
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
さ
ら
に
良
好
な
姉
妹
都
市
関
係

の
進
展
を
確
認
し
ま
す
。

�
姉
妹
都
市
提
携
10
周
年
に
は
、
真
田
町
長
を
団
長
に
35
人

が
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
（
市
庁
舎
前
）

バララット市と姉妹都市提携を締結

姉妹都市提携３周年を記念し、上神町長

（当時）を団長として訪問団を派遣、猪名

川町の小・中学生の絵画や習字などの作

品がバララット市内の美術館で展示され

る。

姉妹都市提携５周年記念式典を文化体育

館にて開催。バララット市長ら1 0名が来町

し、式典への参加・生け花などの日本文

化を体験・ホストファミリーと交流を深

める。中学生姉妹都市派遣事業を開始。

町国際交流協会設立５周年を記念して2 3名

の親善訪問団を派遣。

バララット市マウントクリア高校の生徒

ら20人が猪名川高校を訪問。

姉妹都市提携1 0周年記念式典へ参加するた

め、総勢3 5名の訪問団がバララット市へ。

市内施設等で猪名川源流太鼓が演奏し、

訪問を盛り上げる。

町国際交流協会設立10周年。

シドニーオリンピック聖火歓迎行事など

に参加するため町国際交流協会が「ふれ

あいの旅親善訪問団」を派遣。町立中学

校英語指導助手（ＡＬＴ）をバララット

市より招へい。猪名川高校がマウントク

リア高校と姉妹校提携に調印。民間企業

によるバララット市との経済交流開始。

（バララット産ワインを道の駅いながわで

販売）

バララット市ジョン・バーンズ前市長を

はじめとする1 2名の親善訪問団が来町さ

れ、歓迎行事を開催。生涯学習センター

にバララット市内企業産品等を展示する

「バララットコーナー」を開設。バララッ

ト市との職員派遣研修開始。（以降隔年で

交流実施）

バララット市役所内に「猪名川コーナー」

および姉妹都市庭園が開設。真田町長ら

が開設式典に出席。

1 5周年記念で両市町作成のコアラのタイル

画を交換。バララット市公式訪問団の来

町。（姉妹都市提携1 5周年記念式典・いな

がわまつり等へ参加）

昭和63年度

平成３年度

平成５年度

平成６年度

平成８年度

平成10年度

平成11年度

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

対 　 象

ＩＴ講座（追加募集）いながわ
地産地消フォーラム

11月2日から

公式訪問団来町

3日　いながわまつり

4日　15周年記念式典

�とき 11月29日（土）午後１時

�ところ 社会福祉会館

�定員 200人

＜現場からの報告＞

「おいしい地元農産物からのメッセ

ージ」

生産者代表　田中敏數さん

「安全でおいしい野菜をわがまちから」

消費者代表　枝松幸子さん

＜講演＞

「食卓に毒菜がやってきた」

講師 瀧井宏臣さん（ルポライター）

�申込 1 1月2 1日までに電話で阪神

北県民局宝塚農林振興事務所（ �

0797－83－3163）

問い合わせは、農林商工課（ �

766－8709）へ。

姉妹都市提携協定書にサインする上神猪名川町

長とニール・スタイマンバララット市長（昭和

63年）

バララット市より教育関係者が来町され、小・

中学校の教育施設を視察した後、猪名川高等学

校で書道に挑戦（平成２年）

マウントクリア高校の生徒が白金小学校の児童

と交流（平成８年）

�
歴
史
公
園
ソ
ブ
リ
ン
ヒ
ル

バララット市はオー

ストラリア第２の都市

であるメルボルン市か

ら北西へ車で約１時間

半の距離にあり、人口

約8 0 , 0 0 0人で、ビクトリ

ア州の内陸部では最大

の都市です。歴史は古

く、1 8 0 0年代中頃に金

鉱が発見されたためゴ

ールドラッシュの波に

乗って人口が増加し、急速に発展しました。当時の街並み

を再現した「歴史公園ソブリンヒル」は、観光地として毎

年多くの観光客が訪れています。バララット市の「金山」

と猪名川町の「銀山」が取り持つ縁で、姉妹都市として友

好を深めることとなりました。

バララット市ホームページ　http://www.ballarat.vic.gov.au

「「ババララララッットト市市っっててどどんんななままちち？？」」

国際交流

協会の活動

国
際
交
流
協
会
は
、
バ
ラ
ラ
ッ

ト
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
と
同
時

期
に
設
立
さ
れ
発
展
し
、
地
域
レ

ベ
ル
で
の
国
際
交
流
を
進
め
る
た

め
に
、
各
種
交
流
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
草
の
根
の
よ
う
に

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
密
着
し
た

交
流
を
進
め
て
い
く
に
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と

し
て
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

協
会
で
は
、
外
国
人
を
交
え
た

交
流
会
や
英
会
話
教
室
な
ど
を
開

催
し
て
お
り
、
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
国
際
交
流
を
始
め
て
い
た
だ
く

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

通
訳
、
翻
訳
、
日
本
語
指
導
な

ど
に
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
登
録
者
も
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
広
報
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
内
�
７
６
６
・
８
７
０
７
）
へ
。

＜２＞広 　 報　 い 　な 　 が 　わ 平成１５年( 2 0 0 3年)１０月１５日＜３＞

－世界に飛び出そう－

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
国
際
交

流
を
始
め
よ
う

▽
開
催
日
時
・
と
こ
ろ
　
下

表
の
と
お
り

▽
対
象
者
　
小
学
１
年
生
〜

中
学
３
年
生
の
男
女

▽
参
加
費
　
５
０
０
円
（
保

険
代
含
む
）

▽
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▽
指
導
　
町
レ
ス
リ
ン
グ
協

会
▽
服
装
　
運
動
の
で
き
る
服

装
（
ジ
ャ
ー
ジ
・
Ｔ
シ
ャ
ツ
）
、

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

▽
申
込
期
限
　
10
月
31
日
必

着
申
込
み
は
、
日
生
・
六
瀬
住

民
セ
ン
タ
ー
、
教
育
委
員
会

（
分
庁
舎
）
、
本
庁
総
合
案
内
窓

口
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
他
、

主
な
社
会
体
育
施
設
に
備
え
付

け
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
生

涯
学
習
課
国
体
推
進
室
（
�
７

６
７
・
２
３
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
６

７
・
２
８
８
０
）
へ
。

レスリング教室開催日（全10回）

11月８日、15日、22日、

2 9日 1 2月６日、1 3日

（各土曜日）

11月11日、18日、25日

12月２日（各火曜日）

午後６時～

同８時

町スポーツ

センター

（多目的室）

午前９時 3 0

分～

同11時30分

猪名川高校

（武道場）

開催日 時　間 場　所

2004レスリング

教室を開催

ババ ララ ララ ッッ トト 市市 とと
姉姉 妹妹 都都 市市 提提 携携 11 55 周周 年年

�
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
街
地

寒
風
を
切
っ
て
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か

７
コ
ー
ス

講座開催日（全4回）

に参加
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